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(57)【要約】
　本発明は、有機発光ダイオード(OLED)表示装置を駆動
するシステム、方法、および装置、具体的には複数ライ
ン同時選択(MLA)技術を使用するものに関する。本発明
の実施形態は、いわゆる受動マトリックスOLED表示装置
に使用するのに特に適している。エレクトロルミネセン
ス表示装置用の電流駆動システムにおいて、前記表示装
置の複数の駆動電極を駆動する、複数の出力を有する複
数の電流ミラーであって、基準信号入力をそれぞれ有す
る電流ミラーと、基準信号入力を前記電流ミラーに供給
するため前記出力を自動的に選択する、前記電流ミラー
出力に結合された自動セレクタとを備える、電流駆動シ
ステム。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エレクトロルミネセンス表示装置用の電流駆動システムにおいて、
　前記表示装置の複数の駆動電極を駆動する、複数の出力を有する複数の電流ミラーであ
って、基準信号入力をそれぞれ有する電流ミラーと、
　基準信号入力を前記電流ミラーに供給するため前記出力を自動的に選択する、前記電流
ミラー出力に結合された自動セレクタとを備える、電流駆動システム。
【請求項２】
　前記基準信号入力が電圧信号入力を含み、前記電流ミラーが、前記電圧信号入力を基準
電流に変換する入力抵抗を含む、請求項1に記載の電流駆動システム。
【請求項３】
　前記電流ミラーが、前記基準信号入力の倍数に応じて出力電流を供給する乗算デジタル
アナログ変換器を備える、請求項1または2に記載の電流駆動システム。
【請求項４】
　前記電流ミラーの前記基準信号入力が互いに結合されて共通の基準信号入力を供給し、
前記自動セレクタが前記共通の基準信号入力に結合された出力を有する、請求項1、2、ま
たは3に記載の電流駆動システム。
【請求項５】
　前記セレクタが、前記電流ミラー出力に対する電圧に応答して前記電流ミラー出力を選
択するように構成された、請求項1から4のいずれか一項に記載の電流駆動システム。
【請求項６】
　前記セレクタが、前記電流駆動システムの電源ラインの電圧に最も近い電圧を有する前
記電流ミラー出力を選択するように構成された、請求項5に記載の電流駆動システム。
【請求項７】
　前記セレクタが、前記選択された電流ミラー出力に応答して前記電流ミラーへの前記基
準信号入力を調整して、基準信号入力と前記選択された電流ミラー出力とのミラー比を維
持する制御回路を含み、前記ミラー比が、前記選択された出力を有する前記電流ミラーに
よって決定される、請求項6に記載の電流駆動システム。
【請求項８】
　前記セレクタが、前記電流ミラー出力に結合された制御接続をそれぞれ有するとともに
入力および出力接続がそれぞれ共通して接続された複数のトランジスタを備え、前記共通
の出力接続が、前記基準信号入力を前記電流ミラーに供給する出力電圧を供給する、請求
項5、6、または7に記載の電流駆動システム。
【請求項９】
　前記トランジスタがMOSトランジスタを含み、前記入力、出力、および制御接続がそれ
ぞれ、ドレイン接続、ソース接続、およびゲート接続を含む、請求項8に記載の電流駆動
システム。
【請求項１０】
　前記制御回路が非反転増幅器を備える、請求項7に従属する場合の請求項9に記載の電流
駆動システム。
【請求項１１】
　前記トランジスタがMOSトランジスタを含み、前記入力、出力および制御接続がそれぞ
れ、ソース接続、ドレイン接続、およびゲート接続を含む、請求項8に記載の電流駆動シ
ステム。
【請求項１２】
　前記制御回路が反転増幅器を備える、請求項7に従属する場合の請求項11に記載の電流
駆動システム。
【請求項１３】
　前記セレクタが、前記電流ミラー出力に結合された第1の入力、第2の入力、および出力
をそれぞれ有する複数の演算増幅器を含み、前記第2の入力が共通して基準に接続され、
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前記出力が共通に結合されて前記基準信号入力を前記電流ミラーに供給する、請求項5ま
たは6に記載の電流駆動システム。
【請求項１４】
　前記エレクトロルミネセンス表示装置がOLED表示装置を含む、請求項1から13のいずれ
か一項に記載の電流駆動システム。
【請求項１５】
　基準信号を受け取る基準入力と、
　比率化電流を受け取る比率化電流入力と、
　比率制御信号入力を受け取る比率制御入力と、
　前記比率制御入力に結合された制御入力、前記基準入力に結合された電流入力、および
前記比率化電流入力に結合された出力を有する制御可能な電流ミラーとを備える、OLED表
示装置ドライバ用の定電流源であって、
　前記制御入力に対する信号が、前記比率化電流と前記基準信号の比を制御するように構
成され、
　複数の駆動接続、および前記駆動接続の1つを選択して前記基準信号を供給する自動セ
レクタをさらに備える、定電流源。
【請求項１６】
　前記自動セレクタが、前記駆動接続に結合されて、前記駆動接続の選択された1つを前
記基準入力に選択的に結合する、請求項15に記載の定電流源。
【請求項１７】
　1つ1つが前記複数の駆動接続それぞれに対応し、比率制御入力をそれぞれ備えるととも
に共通の基準入力を有する複数の前記電流ミラーを備える、請求項15または16に記載の定
電流源。
【請求項１８】
　前記セレクタが、前記定電流源の供給電圧に最も近い電圧を有する前記駆動接続を選択
するように構成された、請求項15、16、または17に記載の定電流源。
【請求項１９】
　OLED表示装置の複数の電極を駆動する電流ドライバ回路であって、
　制御信号を受け取る少なくとも1つの制御入力と、
　前記複数の表示装置電極用の複数の駆動接続と、
　前記複数の駆動接続の1つを第1の接続として、また前記駆動接続の少なくとも他の1つ
を第2の接続として自動的に選択するように構成された自動セレクタと、
　前記第1および第2の接続にそれぞれ、前記制御信号に従ってそれらの比が制御される第
1および第2の駆動信号を供給するように構成されたドライバとを備える、電流ドライバ回
路。
【請求項２０】
　前記ドライバが、個別の制御入力をそれぞれ有する少なくとも2つの電流ミラーを備え
、前記電流ミラーの第1のものが前記第1の駆動信号を供給し、前記電流ミラーの第2のも
のが前記第2の駆動信号を供給し、前記自動セレクタが、前記駆動接続の1つを自動的に選
択して前記第1および第2の電流ミラー両方に基準信号入力を供給するように構成された、
請求項19に記載の電流ドライバ回路。
【請求項２１】
　表示装置の複数の行を同時に駆動する複数の行接続を有する、複数ライン同時選択OLED
表示装置のドライバにおける電流駆動を制御する選択回路であって、
　共通の基準に対して駆動信号をサーボ制御する、基準信号を出力する出力と、
　複数の入力接続と出力接続とに結合された、入力からの信号を自動的に選択して前記基
準信号を供給するセレクタとを備える、選択回路。
【請求項２２】
　前記基準信号が選択された入力信号に応答する、請求項21に記載の選択回路。
【請求項２３】
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　前記サーボ制御のため、前記選択された入力信号に応答して前記基準信号を調整する制
御回路をさらに備える、請求項21または22に記載の選択回路。
【請求項２４】
　電流ミラー出力に結合する制御接続、電源に接続するため互いに接続された入力接続、
および互いに接続されて、入力の中で最大電圧または最小電圧を有する選択された前記入
力に対する電圧に対応する出力電圧を供給する出力接続をそれぞれ有する、複数のトラン
ジスタを備える、セレクタ回路。
【請求項２５】
　電流ミラー出力に結合する第1の入力、第2の入力、および出力をそれぞれ有する複数の
演算増幅器を備え、前記第2の入力が基準に接続するように共通して接続され、前記出力
が、前記電流ミラーに対する基準を提供する出力を供給するように共通して接続される、
セレクタ回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、具体的には複数ライン同時選択(MLA)技術を使用して、有機発光ダイオード(
OLED)表示装置を駆動するシステム、方法、および装置に関する。本発明の実施形態は、
いわゆる受動マトリックスOLED表示装置に使用するのに特に適している。
【背景技術】
【０００２】
　消費電力を低減し、液晶表示装置(LCD)の比較的遅い応答速度を増加させる、LCD用の複
数ライン同時選択技術は、例えば、米国特許公開US2004/150608、同US2002/158832、およ
び同US2002/083655に記載されている。しかし、OLEDは放射技術であるがLCDはモジュレー
タの形態であるという基本的な違いから生じる違いのため、これらの技術はOLED表示装置
には適さない。さらに、OLEDは、電流が印加されるとほぼ線形に応答し、LCDセルは、印
加電圧のRMS(二乗平均)値に従って変わる非線形の応答を有する。
【０００３】
　OLEDを使用して製作される表示装置は、LCDおよび他のフラットパネル技術を超える多
数の利点をもたらす。それらは、(LCDに比べて)明るく、色鮮やかで、切替えが高速であ
り、視野角が広く、また、容易かつ安価に様々な基板上に製作される。有機(ここでは有
機金属を含む)LEDは、ポリマー、小分子、およびデンドリマーを含む材料を使用して、用
いられる材料に応じて決まる範囲の色で製作されることがある。ポリマーベースの有機LE
Dの例は、国際特許公開WO 90/13148、同WO 95/06400、および同WO 99/48160に記載されて
おり、デンドリマーベースの材料の例は、国際特許公開WO 99/21935および同WO 02/06734
3に記載されており、また、いわゆる小分子ベースの素子の例は、米国特許第4,539,507号
に記載されている。
【０００４】
　代表的なOLED素子は2つの有機材料層を備え、その一方は、発光ポリマー(LEP)、オリゴ
マー、または発光低分子量材料などの発光材料の層であり、他方は、ポリチオフェン誘導
体またはポリアニリン誘導体などの正孔輸送材料の層である。
【０００５】
　有機LEDは、ピクセルのマトリックスの形で基板上に蒸着されて、単色または多色のピ
クセル化表示装置を形成することがある。多色表示装置は、赤色、緑色、および青色の発
光ピクセル(emitting pixels)群を使用して構築されることがある。いわゆる能動マトリ
ックス表示装置は、一般的には蓄電キャパシタおよびトランジスタである、各ピクセルと
関連付けられた記憶素子を有するが、受動マトリックス表示装置はそのような記憶素子を
有さず、その代わり、反復して走査されて安定した画像の版を生じさせる。他の受動表示
装置としては、複数のセグメントが共通電極を共有し、セグメントの他方の電極に電圧を
印加することによってセグメントを照明することができる、セグメント表示装置が挙げら
れる。単純なセグメント表示装置は走査の必要がないが、複数のセグメント化区域を備え
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る表示装置では、電極が多重化され(その数を低減するため)、次に走査されることがある
。
【０００６】
　図1aは、OLED装置100の一例の鉛直断面図を示す。能動マトリックス表示装置では、ピ
クセルの面積の一部は関連する駆動回路網(図1aには図示なし)が占める。説明のため、素
子の構造はある程度単純化されている。
【０００７】
　OLED 100は基板102を備え、それは、一般的には0.7mmもしくは1.1mmのガラスであるが
、任意に透明なプラスチックまたは他の何らかのほぼ透明な材料である。一般的に厚さ約
150nmのITO(インジウム錫酸化物)を含む、アノード層104が基板上に蒸着され、その一部
の上には金属接触層が設けられる。一般的に、接触層は、約500nmのアルミニウム、また
はクロム層の間に挟まれたアルミニウム層を含み、これはアノード金属と呼ばれる場合が
ある。ITOおよび接触金属でコーティングされたガラス基板はCorning (USA)から入手可能
である。ITOの上の接触金属は、特に素子への外部接点に対して、アノード接続が透明で
ある必要がない場合に、抵抗が低減された経路を提供する助けとなる。接触金属は、それ
が不要な場所では、特にそうでなければ表示装置を不透明にしてしまう場所では、フォト
リソグラフィの標準的プロセスとその後のエッチングとによってITOから除去される。
【０００８】
　アノード層の上には、ほぼ透明な正孔輸送層106が、次にエレクトロルミネセンス層108
およびカソード110が蒸着される。エレクトロルミネセンス層108は、例えばPPV(ポリ(p-
フェニレンビニレン))を含んでもよく、アノード層104とエレクトロルミネセンス層108の
正孔エネルギー準位を一致させる助けとなる正孔輸送層106は、導電性透明ポリマー、例
えば、Bayer AG (Germany)製のPEDOT:PSS(スルホン酸ポリスチレン添加ポリエチレンジオ
キシチオフェン)を含んでもよい。一般的なポリマーベースの素子では、正孔輸送層106は
約200nmのPEDOTを含んでもよく、発光ポリマー層108は、一般的に厚さ約70nmである。こ
れらの有機層は、スピンコーティング(後で、プラズマエッチングまたはレーザーアブレ
ーションによって、不要な領域から材料を除去する)によって、またはインクジェット印
刷によって蒸着されてもよい。後者の場合、例えばフォトレジストを使用して、基板上に
バンク112が形成されて、有機層がその中に蒸着されてもよいウェルを規定してもよい。
そのようなウェルは、表示装置の発光面積またはピクセルを規定する。
【０００９】
　カソード層110は、一般的に、アルミニウムのより厚いキャッピング層で覆われた、カ
ルシウムまたはバリウムなどの仕事関数が低い金属(例えば、物理蒸着法によって蒸着さ
れる)を含む。任意に、電子エネルギー準位の一致を改善するため、フッ化リチウム層な
どの追加の層がエレクトロルミネセンス層に直接隣接して設けられてもよい。カソードラ
イン相互の電気的分離は、カソードセパレータ(図1aには図示なし)を使用することによっ
て達成または強化されてもよい。
【００１０】
　同じ基本構造が、小分子素子およびデンドリマー素子にも用いられてもよい。一般的に
、多数の表示装置が単一の基板上に製作され、製作プロセスの終了時に基板がスクライブ
され、酸化および水分の進入を抑制するため、表示装置は、封入ジャケット(encapsulati
ng can)がそれぞれに取り付けられる前に分離される。
【００１１】
　OLEDを照明するためには、図1aに電池118によって表されるように、アノードとカソー
ドの間に電力が印加される。図1aに示される例では、光は、透明アノード104および基板1
02を通して放射され、カソードは一般に反射性であり、そのような素子は「ボトムエミッ
タ」と呼ばれる。カソードを通して放射する素子(「トップエミッタ」)も、例えば、カソ
ードがほぼ透明であるように、カソード層110の厚さを約50～100nm未満に維持することに
よって構築することができる。
【００１２】
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　有機LEDは、ピクセルのマトリックスの形で基板上に蒸着されて、単色または多色のピ
クセル化表示装置を形成することがある。多色表示装置は、赤色、緑色、および青色の発
光ピクセル群を使用して構築することがある。そのような表示装置では、個々の素子は、
一般に、行(または列)ラインを活性化させてピクセルを選択することによってアドレス指
定され、ピクセルの行(または列)が書き込まれて、表示装置を作成する。いわゆる能動マ
トリックス表示装置は、一般的には蓄電キャパシタおよびトランジスタである、各ピクセ
ルと関連付けられた記憶素子を有するが、受動マトリックス表示装置は、そのような記憶
素子を有さず、その代わり、テレビ画面とある程度同じように反復して走査されて、安定
した画像の版を生じさせる。
【００１３】
　次に図1bを参照すると、この図は、受動マトリックスOLED表示素子150の単純化された
断面図を示し、図中、図1aと同様の要素は同様の参照番号によって示される。図示される
ように、正孔輸送層106およびエレクトロルミネセンス層108は、アノード金属104および
カソード層110それぞれで規定される、互いに垂直なアノードラインとカソードラインの
交点において、複数のピクセル152に細分される。図中、カソード層110内に規定される導
電ライン154は紙面の奥に向かっており、カソードラインに対して直角な複数のアノード
ライン158の1つを通る断面が示される。カソードとアノードラインの交点にあるエレクト
ロルミネセンスピクセル152は、関連するラインの間に電圧を印加することによってアド
レス指定されてもよい。アノード金属層104は、表示装置150に対する外部接点を提供し、
(カソード層のパターンをアノード金属リード線の上に通すことによって)OLEDに対するア
ノードおよびカソード両方の接続に使用されてもよい。上述のOLED材料、特に発光ポリマ
ーおよびカソードは酸化および水分に弱く、したがって、素子は、UV硬化性のエポキシ接
着剤113によってアノード金属層104上に取り付けられた金属ジャケット111に封入され、
接着剤中の小さなガラスビーズが、金属ジャケットが接点に触れ、それらをショートさせ
るのを防ぐ。
【００１４】
　次に図2を参照すると、この図は、図1bに示されるタイプの受動マトリックスOLED表示
装置150の駆動配置を概念的に示す。複数の定電流源200が設けられ、それらはそれぞれ、
電源ライン202と、明瞭にするため1つのみが示される複数の列ライン204の1つとに接続さ
れる。複数の行ライン206(その1つのみが示される)も設けられ、それらはそれぞれ、交換
接続210によって接地ライン208に選択的に接続されてもよい。図示されるように、ライン
202に対する供給電圧が正であれば、列ライン204はアノード接続158を含み、行ライン206
はカソード接続154を含むが、電源ライン202が負の場合、それらの接続は反転され、接地
ライン208に対するものになる。
【００１５】
　図示されるように、表示装置のピクセル212には電力が印加され、したがって照明され
る。画像接続210を作成するためには、行全体がアドレス指定されるまで列ラインがそれ
ぞれ順に活性化される間、1つの行が維持され、次いで次の行が選択され、そのプロセス
が繰り返される。しかし、好ましくは、個々のピクセルをより長い間オンのまま維持し、
したがって全体の駆動レベルを低減できるようにするため、1つの行が選択され、すべて
の列が平行して書き込まれ、すなわち、列ラインそれぞれに対して同時に駆動される電流
が、所望の明るさで行内の各ピクセルを照明する。列内の各ピクセルを、次の列がアドレ
ス指定される前に順にアドレス指定することができるが、これは、特に列のキャパシタン
スが影響するという理由で好ましくない。
【００１６】
　当業者であれば、受動マトリックスOLED表示装置では、どの電極が行電極と呼ばれ、ど
れが列電極と呼ばれるかは任意であり、本明細書では「行」と「列」が同義に使用される
ことを理解するであろう。
【００１７】
　OLEDの明るさは素子を流れる電流によって決定され、これは素子が生成する光子の数を
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決定するので、電圧制御ではなく電流制御による駆動をOLEDに提供することが通例である
。電圧制御による構成では、明るさは、表示装置の面積全体にわたって、かつ時間、温度
、経年数とともに変わり、それによって、所与の電圧で駆動されたときにピクセルがどの
程度明るく見えるかを予測することが困難になる。カラー表示装置の場合、色表現の精度
も影響を受けることがある。
【００１８】
　ピクセルの明るさを変える従来の方法は、パルス幅変調(PWM)を使用してピクセルを定
刻に変化させるものである。従来のPWM方式では、ピクセルは、すべてがオンであるか完
全にオフであるかのどちらかであるが、ピクセルの見かけの明るさは、観察者の目の中で
統合されることによって変わる。代替方法は、列駆動電流を変えるものである。
【００１９】
　図3は、従来技術による受動マトリックスOLED表示装置の汎用ドライバ回路の概略図300
を示す。OLED表示装置は、破線302によって示され、対応する行電極接点306をそれぞれ備
えたn本の複数の行ライン304と、対応する複数の列電極接点310を備えたm本の複数の列ラ
イン308とを備える。OLEDは、行ラインおよび列ラインの各対の間で接続され、図示され
る配置では、そのアノードは列ラインに接続される。y-ドライバ314は定電流で列ライン3
08を駆動し、x-ドライバ316は行ライン304を駆動して、行ラインを接地に選択的に接続す
る。y-ドライバ314およびx-ドライバ316は、一般的に、両方ともプロセッサ318の制御下
にある。電源320は、回路網、および特にy-ドライバ314に電力を供給する。
【００２０】
　OLED表示装置ドライバのいくつかの例は、米国特許第6,014,119号、同第6,201,520号、
同第6,332,661号、欧州特許第1,079,361A号、および同第1,091,339A号に記載されており
、PWMを用いるOLED表示装置ドライバ集積回路は、Clare, Inc. (Beverly, MA, USA)のCla
re Micronixによって販売されている。改善されたOLED表示装置ドライバのいくつかの例
は、本出願人による同時係属中の出願である国際特許公開WO 03/079322および同WO 03/09
1983に記載されている。特に、参照により本明細書に組み込まれる国際特許公開WO 03/07
9322は、コンプライアンスが改善された、デジタル制御可能かつプログラム可能な定電流
源について記載している。
【００２１】
　OLED表示装置の寿命を改善することができる技術が継続的に必要とされている。受動マ
トリックス表示装置は能動マトリックス表示装置よりもはるかに安価に製作されるので、
それらに適用可能な技術が特に必要とされている。OLEDの駆動レベル(および、したがっ
て明るさ)を低減することで、素子の寿命を大幅に強化することができ、例えば、OLEDの
駆動/明るさを半分にすることで、その寿命は約4倍に増加させることができる。本発明者
らは、複数ライン同時選択技術を用いて、特に受動マトリックスOLED表示装置において表
示装置駆動のピークレベルを低減し、したがって表示装置の寿命を増加することができる
ことを認識している。
【００２２】
　電流ミラードライバシステム
　本出願人らの1つ(Cambridge Display Technology Limited)は、例えば、すべて2004年9
月30日出願の英国特許出願第0421710.5号および同第0421711.3号において、OLED表示装置
のための、特に受動マトリックスOLED表示装置のための複数ライン同時選択方法を既に記
載している。大まかに言えば、実施形態では、これらの方法は、第1の組の行駆動信号を
用いてOLED表示装置の2つ以上の行電極を駆動するのと同時に、第1の組の列駆動信号を用
いて表示装置の複数の列電極を駆動し、次に、第2の組の行駆動信号を用いて2つ以上の行
電極を駆動するのと同時に、第2の組の列駆動信号を用いて列電極を駆動することを含む
。好ましくは、行駆動信号および列駆動信号は、電流源または電流シンクなどのほぼ一定
した定電流源からの電流駆動信号を含む。好ましくは、そのような定電流源は、例えばデ
ジタルアナログ変換器を使用して、制御可能またはプログラム可能である。
【００２３】
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　2つ以上の行と同時に列を駆動する効果は、行駆動信号によって決定される割合で2つ以
上の行の間で列駆動を分割することであり、換言すれば、電流駆動の場合、列内の電流は
、相対値によって決定される割合または行駆動信号の割合で、2つ以上の行の間で分割さ
れる。大まかに言えば、このことによって、ピクセルの行またはラインのルミネセンスプ
ロファイルを、単一のライン走査周期のみではなく複数のライン走査周期にわたって構築
することが可能になり、したがって、OLEDピクセルのピークの明るさが有効に低減され、
結果として表示装置のピクセルの寿命が増加する。電流駆動により、ピクセルに対する駆
動信号の連続する組のほぼ線形の合計を用いて、ピクセルの所望のルミネセンスが得られ
る。
【００２４】
　MLA方法の実施形態を実現するため、行駆動信号に従って2つ以上の行の間で列電流駆動
信号を分割する、制御可能な電流分割器が有用であろう。(当業者であれば、この文脈に
おいて、行および列に対する言及は同義であることを理解するであろう。)
【００２５】
　したがって、本発明の第1の態様によれば、エレクトロルミネセンス表示装置用の電流
駆動システムにおいて、前記表示装置の複数の駆動電極を駆動する、複数の出力を有する
複数の電流ミラーであって、基準信号入力をそれぞれ有する電流ミラーと、基準信号入力
を前記電流ミラーに供給するため前記出力を自動的に選択する、前期電流ミラー出力に結
合された自動セレクタとを備える、システムが提供される。
【００２６】
　いくつかの好ましい実施形態では、電流ミラーの基準信号入力は互いに結合されて、共
通の基準信号入力を供給する(ただし、他の配置では、共通の電流ミラー入力段は複数の
別個のミラー出力段とともに用いられてもよい)。電流ミラーは電流源または電流シンク
のどちらかであってもよく、いくつかの実施形態では、基準信号入力は電圧入力であって
、入力抵抗によって基準電流に変換される。好ましくは、電流ミラーは、乗算デジタルア
ナログ変換器を含み、このように、電流ミラーの乗算(または除算)比はデジタル的に制御
されて、基準信号入力によって決定された基準電流の選択された倍数(1未満または1超過)
である出力電流(正または負)を供給してもよい。
【００２７】
　最小/最大電圧選択
　好ましい実施形態の1つの組では、セレクタは電流ミラー出力に対する電圧に応答し、
このようにして、表示装置の駆動電極に対する電圧に応答する。いくつかの好ましい実施
形態では、セレクタは、基準信号を導出するのに使用するため、電流駆動システムの電源
ラインの電圧に最も近い電圧を有する電流ミラー出力を、より具体的には、電流ミラーの
(正もしくは負の)供給電圧または接地接続を選択する。場合によっては、1つを超えるそ
のような接続(1つを超えるそのような接続が、最大電圧または最小電圧でもあるほぼ同じ
電圧の場合)があってもよく、その場合、セレクタは、基準を導出するのに使用するため
、1つを超える信号を選択してもよいことが理解されるであろう。ただし、複数の選択さ
れた出力はほぼ同じ電圧なので、回路の動作はこれに必ずしも実質的に影響を受けないこ
とが理解されるであろう。
【００２８】
　好ましくは、セレクタは、選択された電流ミラー出力に応答して基準信号入力(または
共通の基準信号)を調整する、具体的には、その出力が選択されている電流ミラー回路に
よって設定されるミラー比を維持する制御回路を含む。例えば、選択された出力が、電源
ラインから離れてそれに最も近いものに移動する場合、基準信号は、出力を電源ラインに
向かって戻すように調整されてもよい。例えば、選択された電流ミラー出力の電圧の大き
さが増加する(正負には関係なく)場合に、実質的に最小電圧の電流ミラー出力を選択する
セレクタの場合、(共通の)基準信号はこれを補正するように低減されてもよい(逆の場合
も同じ)。
【００２９】
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　1つの好ましい実施形態では、セレクタは、電流ミラー出力に結合された制御接続、電
源に結合された入力接続、および電流ミラーの基準信号入力がそこから導出される信号を
供給する共通して接続された出力接続をそれぞれ有する、MOSトランジスタなどの複数の
トランジスタを備える。出力に最も近い接地が選択される場合、電流ミラーは電流シンク
を含み、トランジスタはp型(MOS)トランジスタであり、最大電圧に基づいて選択する場合
、トランジスタはn型(MOS)トランジスタであり、電流ミラーは電流源を含む。
【００３０】
　一実施形態では、入力接続は、例えば負電源(VEE)にともに接続されたドレイン接続を
含み、出力接続は、トランジスタがソースホロワ構成であるように、ソース接続を含む。
この構成では、制御回路は非反転増幅器を含んでもよい。代替実施形態では、入力接続は
、例えば正電源(VCC)に接続されたソース接続を含み、出力接続は、制御回路にともに接
続されたドレイン接続を含む。この実施形態では、制御回路は反転増幅器を含んでもよい
。さらなる実施形態では、入力接続は、トランジスタではなく個別の演算増幅器への接続
を含み、それらの出力は互いに結合されて、電流ミラーの基準信号入力がそこから導出さ
れる信号を供給する。
【００３１】
　別の態様では、本発明は、電流ミラー出力に結合する制御接続、電源に接続するため互
いに接続された入力接続、および互いに接続されて、入力の中で最大電圧または最小電圧
を有する選択された前記入力に対する電圧に対応する出力電圧を供給する出力接続をそれ
ぞれ有する、複数のトランジスタを備えるセレクタ回路を提供する。
【００３２】
　本発明の別の態様によれば、電流ミラー出力に結合する第1の入力、第2の入力、および
出力をそれぞれ有する、複数の演算増幅器を備え、前記第2の入力が基準に接続するよう
に共通して接続され、前記出力が、前記電流ミラーに対する基準を提供する出力を供給す
るように共通して接続される、セレクタ回路が提供される。
【００３３】
　本発明の別の態様によれば、基準信号を受け取る基準入力と、比率化(ratioed)電流を
受け取る比率化電流入力と、比率制御信号入力を受け取る比率制御入力と、前記比率制御
入力に結合された制御入力、前記基準入力に結合された電流入力、および前記比率化電流
入力に結合された出力を有する制御可能な電流ミラーとを備える、OLED表示装置ドライバ
用の定電流源であって、前記制御入力に対する信号が前記比率化電流と前記基準信号の比
を制御するように構成され、複数の駆動接続、および前記駆動接続の1つを選択して前記
基準信号を供給する自動セレクタをさらに備える、定電流源が提供される。
【００３４】
　基準入力および比率化電流入力によって受け取られた入力は、正または負のどちらかで
あってもよく、すなわち、定電流源は、一対の(制御可能な)電流シンクまたは電流源のど
ちらかを備えてもよい。
【００３５】
　1つの好ましい実施形態では、セレクタは、フィードバックループの形で配置され、定
電流源の供給電圧に最も近い、例えば電流ミラーの正(または負)の供給に最も近い電圧を
有する駆動接続を自動的に選択するように構成される。
【００３６】
　好ましくは、各駆動接続に対して1つの電流ミラーが設けられ、電流ミラーは、共通の
基準接続または基準入力信号を共有する。好ましくは、電流ミラーは、乗算デジタルアナ
ログ変換器を備えて、デジタル値(ミラー比を決定する)によって基準化される入力(基準)
電流によって決定される、出力電流を供給する。実施形態では、基準電流は抵抗器によっ
て基準電圧入力から導出される。
【００３７】
　さらなる態様では、本発明は、OLED表示装置の複数の電極を駆動する電流ドライバ回路
であって、制御信号を受け取る少なくとも1つの制御入力と、前記複数の表示装置電極に



(10) JP 2009-529701 A 2009.8.20

10

20

30

40

50

対する複数の駆動接続と、前記複数の駆動接続の1つを第1の接続として、また前記駆動接
続の少なくとも他の1つを第2の接続として自動的に選択するように構成された自動セレク
タと、前記第1および第2の接続のそれぞれに、前記制御信号に従ってその比が制御される
第1および第2の駆動信号を供給するように構成されたドライバとを備える、ドライバ回路
を提供する。
【００３８】
　好ましくは、ドライバは、個別の制御入力をそれぞれ有する少なくとも2つの電流ミラ
ーを備え、前記電流ミラーの第1のものは前記第1の駆動信号を供給し、前記電流ミラーの
第2のものは前記第2の駆動信号を供給し、前記自動セレクタは、前記駆動接続の1つを自
動的に選択して前記第1および第2の電流ミラー両方に基準信号入力を供給するように構成
される。
【００３９】
　さらなる態様では、本発明は、表示装置の複数の行を同時に駆動する、複数の行接続を
有する複数ライン同時選択OLED表示装置のドライバにおける電流駆動を制御する選択回路
であって、共通の基準に対して駆動信号をサーボ制御する(servoing)、基準信号を出力す
る出力と、複数の入力接続と出力接続とに結合された、入力からの信号を自動的に選択し
て前記基準信号を供給するセレクタとを備える、選択回路を提供する。
【００４０】
　好ましくは、セレクタは、複数の電流ミラーの1つの出力を選択して、駆動信号を供給
する電流ミラーに対する共通の基準となる行接続駆動信号を供給する。
【００４１】
　本発明はまた、上述の電流駆動システム、定電流源、または回路を組み込んだOLED表示
装置ドライバを提供する。
【００４２】
　本発明のこれらおよび他の態様を、添付図面を参照して単に例示として以下にさらに記
載する。
【特許文献１】米国特許公開US2004/150608
【特許文献２】米国特許公開US2002/158832
【特許文献３】米国特許公開US2002/083655
【特許文献４】国際特許公開WO 90/13148
【特許文献５】国際特許公開WO 95/06400
【特許文献６】国際特許公開WO 99/48160
【特許文献７】国際特許公開WO 99/21935
【特許文献８】国際特許公開WO 02/067343
【特許文献９】米国特許第4,539,507号
【特許文献１０】米国特許第6,014,119号
【特許文献１１】米国特許第6,201,520号
【特許文献１２】米国特許第6,332,661号
【特許文献１３】欧州特許第1,079,361A号
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【非特許文献１】D. D. Lee, H. S. Seung. Algorithms for non-negative matrix facto
rization
【非特許文献２】P. Paatero. U. Tapper. Least squares formulation of robust non-n
egative factor analysis. Chemometr. Intell. Lab. 37(1997), 23-35
【非特許文献３】P. Paatero. A weighted non-negative least squares algorithm for 
three-way 'PARAFAC' factor analysis. Chemometr. Intell. Lab. 38(1997), 223-242
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【非特許文献４】P. Paatero, P. K. Hopke, etc. Understanding and controlling rota
tions in factor analytic models. Chemometr. Intell. Lab. 60(2002), 253-264
【非特許文献５】J. W. Demmel. Applied numerical linear algebra. Society for Indu
strial and Applied Mathematics, Philadelphia. 1997
【非特許文献６】S. Juntto, P. Paatero. Analysis of daily precipitation data by p
ositive matrix factorization. Environmetrics, 5(1994), 127-144
【非特許文献７】P. Paatero, U. Tapper. Positive matrix factorization: a non-nega
tive factor model with optimal utilization of error estimates of data values. En
vironmetrics, 5(1994), 111-126
【非特許文献８】C. L. Lawson, R. J. Hanson. Solving least squares problems. Pren
tice-Hall, Englewood Cliffs, NJ, 1974
【非特許文献９】Algorithms for Non-negative Matrix Factorization, Daniel D. Lee,
 H. Sebastian Seung, pages 556-562, Advances in Neural Information Processing Sy
stems 13, Papers from Neural Information Processing Systems (NIPS) 2000, Denver,
 CO, USA. MIT Press 2001
【非特許文献１０】Existing and New Algorithms for Non-negative Matrix Factorizat
ion By Wenguo Liu & Jianliang Yi (www.dcfl.gov/DCCI/rdwg/nmf.pdf; source code fo
r the algorithms discussed therein can be found at http://www.cs.utexas.edu/user
s/liuwg/383CProject/CS_383C_Project.htm)
【非特許文献１１】"Numerical Recipes in C: The Art of Scientific Computing", Cam
bridge University Press 1992
【発明を実施するための最良の形態】
【００４３】
　第1の行Aおよび第2の行Bを備える、受動マトリックスOLED表示装置の一対の行について
考察する。従来の受動マトリックス駆動方式では、行は、以下の表1に示されるように駆
動され、各行は完全オン状態(1.0)または完全オフ状態(0.0)のどちらかである。
【００４４】
【表１】

【００４５】
　比A/(A+B)について考察すると、上記の表1の例では、これは0または1のどちらかである
が、2つの行の同じ列にあるピクセルが両方の行において完全オンではないとすると、こ
の比は、依然として所望のピクセル輝度を提供しながら低減されてもよい。このようにし
て、ピーク駆動レベルを低減することができ、ピクセルの寿命は増加される。
【００４６】
　第1のライン走査では、輝度は次のとおりであってもよい。
　第1周期
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　0.0 0.361 0.650 0.954 0.0
　0.0 0.015 0.027 0.039 0.0
　第2周期
　0.2 0.139 0.050 0.046 0.0
　0.7 0.485 0.173 0.161 0.0
【００４７】
　次のことが分かる。
　1.2つの行の間の比は単一の走査周期において等しい(第1の走査周期では0.96、第2周期
では0.222)。
　2.2つの行の間の輝度は合計で要求値になる。
　3.ピーク輝度は、標準的な走査の間のピーク輝度に等しいか、それよりも低い。
【００４８】
　上述の例は、単純な2つのラインの場合における技術を示す。輝度データにおける比が2
つのラインの間で類似する場合、さらなる利益が得られる。画像データに関する計算のタ
イプに応じて、輝度は平均30パーセント以上低減することができ、そのことは、ピクセル
の寿命に対して非常に重要な効果を有し得る。より多数の行について同時に考察するよう
にこの技術を拡張することで、より大きな利益をもたらすことができる。
【００４９】
　SVD画像マトリックス分解を使用する複数ライン同時選択の一例を以下に挙げる。
【００５０】
　マトリックス乗算としての駆動システムについて記載するが、ここで、Iは画像マトリ
ックス(ビットマップファイル)、Dは表示画像(Iと同じものであるべきである)、Rは行駆
動マトリックス、およびCは列駆動マトリックスである。Rの列は「ライン周期」内での行
に対する駆動を表し、Rの行は駆動された行を表す。したがって、時間系における1つの行
が単位マトリックスである。6×4表示の格子状表示装置(chequer board display)の場合
、
　D(RC):=R・C
【００５１】

【数１】

【００５２】
　C:=I
【００５３】
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【数２】

【００５４】
　これは画像と同じである。
【００５５】
　次に、2フレーム駆動方法を使用することについて考察する。
【００５６】
【数３】

【００５７】
　これはやはり画像マトリックスと同じである。
【００５８】
　駆動マトリックスは、(MathCad名称集を使用して)以下のように特異値分解を使用する
ことによって計算することができる。
　X:=svd(IT) (UおよびVを与える)
　Y:=svds(IT) (対角線成分のベクトルとしてSを与える)
【００５９】
　Yが、2つの要素、すなわち2つのフレームのみを有することに注意。
【００６０】



(14) JP 2009-529701 A 2009.8.20

10

20

30

40

【数４】

【００６１】
　U:=submatrix(X,0,5,0,3) (すなわち、上の6行)
　V:=submatrix(X,6,9,0,3)T (すなわち、下の4行)
【００６２】
【表２】

【００６３】
【数５】

【００６４】
　D:=(U・W・V)T

【００６５】
　Dのチェック
【００６６】
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【数６】

【００６７】
　R:=(W・V)T

【００６８】
【数７】

【００６９】
　(空の最後の2列に注意)
　R:=submatrix(R,0,3,0,1) (空ではない列を選択する)
【００７０】

【数８】

【００７１】
　C:=UT

【００７２】
【数９】

【００７３】
　(Rを低減したので、Cが上側の行のみに低減される)
　C:=submatrix(C,0,1,0,5)
【００７４】
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【数１０】

【００７５】
【数１１】

【００７６】
　これは、所望の画像と同じである。
【００７７】
　次に、より一般的な例である文字「A」の画像について考察する。
【００７８】
【数１２】

【００７９】
　X:=svd(IT)
　Y:=svds(IT)
　(Yが、2つのエレメント、すなわち3つのフレームのみを有することに注意)
【００８０】

【数１３】

【００８１】
　U:=submatrix(X,0,5,0,3)
　V:=submatrix(X,6,9,0,3)T

　W:=diag(Y)
　D:=(U・W・V)T

【００８２】
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【数１４】

【００８３】
　(Dのチェック)
　R:=(W・V)T

【００８４】
【数１５】

【００８５】
　(空の最後の列に注意)
　R:=submatrix(R,0,3,0,2)
【００８６】

【数１６】

【００８７】
　C:=UT

【００８８】
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【数１７】

【００８９】
　(Rを低減したので、Cが上の行のみに低減される)
　C:=submatrix(C,0,2,0,5)
【００９０】
【数１８】

【００９１】
　これは、所望の画像と同じである。
【００９２】
　この場合、RおよびCには、受動マトリックスOLED表示装置の駆動には望ましくない負の
数がある。検分すると、正の因数分解が可能であることが分かる。
【００９３】
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【数１９】

【００９４】
　負でないマトリックス因数分解(NMF)は、一般的な場合にこれを達成する方法を提供す
る。負でないマトリックス因数分解では、画像マトリックスIは次のように因数分解され
る。
　I=W.H　　(式1)
【００９５】
　NMF技術のいくつかの例は、すべて参照により本明細書に組み込まれる以下の参照文献
に記載されている。
【００９６】
　D. D. Lee, H. S. Seung. Algorithms for non-negative matrix factorization、P. P
aatero, U. Tapper. Least squares formulation of robust non-negative factor analy
sis. Chemometr. Intell. Lab. 37(1997), 23-35、P. Paatero. A weighted non-negativ
e least squares algorithm for three-way 'PARAFAC' factor analysis. Chemometr. In
tell. Lab. 38(1997), 223-242、P. Paatero, P. K. Hopke, etc. Understanding and co
ntrolling rotations in factor analytic models. Chemometr. Intell. Lab. 60(2002),
 253-264、J. W. Demmel. Applied numerical linear algebra. Society for Industrial
 and Applied Mathematics, Philadelphia. 1997、S. Juntto, P. Paatero. Analysis of
 daily precipitation data by positive matrix factorization. Environmetrics, 5(19
94), 127-144、P. Paatero, U. Tapper. Positive matrix factorization: a non-negati
ve factor model with optimal utilization of error estimates of data values. Envi
ronmetrics, 5(1994), 111-126、C. L. Lawson, R. J. Hanson. Solving least squares 
problems. Prentice-Hall, Englewood Cliffs, NJ, 1974、Algorithms for Non-negative
 Matrix Factorization, Daniel D. Lee, H. Sebastian Seung, pages 556-562, Advance
s in Neural Information Processing Systems 13, Papers from Neural Information Pr
ocessing Systems (NIPS) 2000, Denver, CO, USA. MIT Press 2001、および、Existing 
and New Algorithms for Non-negative Matrix Factorization By Wenguo Liu & Jianlia
ng Yi (www.dcfl.gov/DCCI/rdwg/nmf.pdf; source code for the algorithms discussed 
therein can be found at http://www.cs.utexas.edu/users/liuwg/383CProject/CS_383C
_Project.htm)。
【００９７】
　NMF因数分解手順は図9bに図式的に示される。
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【００９８】
　基本的な上述の方式が実現されれば、他の技術を追加の利益のために使用することがで
きる。例えば、Windows(登録商標)タイプのアプリケーションでは珍しくない、ピクセル
の複製行を同時に書き込んでライン周期の数を低減し、したがって、フレーム周期を短縮
し、同じ総合的な明るさに必要なピークの明るさを低減することができる。SVD分解が得
られれば、小さな(駆動)値のみを有する下側の行は最終画像の質を大幅に減少させるもの
なので、それらを無視することができる。上述したように、上述の複数ライン同時選択技
術は、単一の表示フレーム内に適用されるが、1つまたは複数の行のルミネセンスプロフ
ァイルは、空間分割に加えて、またはその代わりに時間分割について構築されてもよいこ
とが認識されるであろう。これは、フレーム間時間補間が用いられる動画圧縮技術によっ
て容易になってもよい。
【００９９】
　上述のMLA技術の実施形態は、カラーOLED表示装置に特に有用であり、その場合、これ
らの技術は、好ましくは、赤色(R)、緑色(G)、および青色(B)サブピクセル群、ならびに
任意にピクセル行間に用いられる。これは、画像が類似の色のブロックを含む傾向があり
、また、R、G、およびBサブピクセル駆動の間の相関が離れたピクセル間よりも高い場合
が多いためである。したがって、この方式の実施形態では、複数ライン同時選択のための
行は、R行、G行、およびB行にグループ化され、3行が完全なピクセルを規定し、R行、G行
、およびB行の組合せを同時に選択することによって画像が構築される。例えば、表示さ
れる画像のかなりの面積が白色の場合、R行、G行、B行のグループを併せて最初に選択す
ると同時に、適切な信号を列ドライバに印加することによって、画像を構築することがで
きる。
【０１００】
　MLA方式をカラー表示装置に適用することはさらなる利点を有する。従来のカラーOLED
表示装置では、ピクセルの行は「RGBRGB...」というパターンを有するので、行が使用可
能にされたとき、別個の列ドライバは、R、G、およびBサブピクセルを同時に駆動して、
フルカラーで照明されたピクセルを提供することができる。しかし、3つの行は、「RRRR.
..」、「GGGG...」、「BBBB...」という、R、G、およびBサブピクセルをアドレス指定す
る単一の列の構成を有することがある。この構成により、OLED表示装置の適用が単純化さ
れるが、それは、各行における3つの異なる色のマテリアルの区域を規定するのに必要な
「ウェル」を分離するのではなく、例えば赤色ピクセルの行が、(カソードセパレータに
よって隣接するトラフから分離された)単一の長いトラフの形で(インクジェット)印刷さ
れてもよいことによる。これにより、1つの製作段階を排除することが可能になり、また
、ピクセル口径比(すなわち、活動状態のピクセルが表示面積に占める割合)が増加する。
したがって、さらなる態様では、本発明はこのタイプの表示装置を提供する。
【０１０１】
　図4aは、そのような方式のための一例の表示装置/ドライバハードウェア構成400のブロ
ック図を示す。図から分かるように、単一の列ドライバ402が、赤色ピクセル404、緑色ピ
クセル406、および青色ピクセル408をアドレス指定する。赤色、緑色、および青色の行の
順列は、行セレクタ/マルチプレクサ410を使用して、あるいは、さらに後述されるように
、各行を制御する電流シンクによってアドレス指定される。図4aから、この構成により、
赤色、緑色、および青色のサブピクセルを、共通の電極をそれぞれ共有する(ウェルでは
なく)線形のトラフ内に印刷することが可能になることが分かる。これにより、基板のパ
ターニングと印刷の複雑さとが低減され、口径比が(また、したがって、低減された必要
な駆動によって間接的に寿命が)増加する。図4aの物理的な素子レイアウトを用いて、多
数の、または異なるMLA駆動方式が実現されてもよい。
【０１０２】
　第1の例の駆動方式では、画像は、次に示されるように行の群を順にアドレス指定する
ことによって構築される。
　1.白色の成分(R、G、およびBが選択され、ともに駆動される)
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　2.ともに駆動される赤色+青色
　3.ともに駆動される青色+緑色
　4.ともに駆動される赤色+緑色
　5.赤色のみ
　6.青色のみ
　7.緑色のみ
【０１０３】
　最小数の色の組合せを使用して画像を構築するため、必要な色段階のみが実施される。
組合せは、アプリケーションの要件に応じて、寿命を増加させ、かつ/または消費電力を
低減するように最適化される。
【０１０４】
　代替のカラーMLA方式では、RGB行の駆動は3つのライン走査周期に分割され、各ライン
周期は1つの一次子を駆動する。一次子は、表示装置のライン、すなわち行に沿ったすべ
ての所望の色を囲む色域を形成するように選択された、R、G、およびBの組合せである。
【０１０５】
　1つの方法では、一次子は、R+aG=aB, G+bR+bB, B+cR+cGであり、式中、0>=a,b,c>=1で
あり、a、b、およびcは、可能な最大値(a+b+c=最大)であって、依然としてそれらの色域
内のすべての所望の色を囲むように選択される。
【０１０６】
　別の方法では、a、b、およびcは、方式において表示装置の全体性能を最も良く改善す
るように選択される。例えば、青色の寿命が限定因子である場合、cを犠牲にしてaおよび
bが最大限にされてもよく、赤色の消費電力が問題となる場合、bおよびcを最大限にする
ことができる。これは、放射される明るさの合計が固定値と等しくあるべきであるためで
ある。b=c=0である例について考察する。この場合、赤色の明るさは第1の走査周期におい
て完全に達成されなければならない。しかし、b, c>0の場合、赤色の明るさは、複数の走
査周期全体にわたってより段階的に構築され、したがって、ピークの明るさが低減され、
赤色サブピクセルの寿命および効率が増加する。
【０１０７】
　別の変形例では、個々の走査周期の長さは、寿命または消費電力を最適化する(例えば
、走査時間を増加させる)ように調整することができる。
【０１０８】
　さらなる変形例では、一次子は任意に、ただし、表示装置のライン上のすべての色を依
然として囲む可能な最大の色域を規定するように選択されてもよい。例えば、極端な例で
は、複製可能な色域上に緑色の色合いのみがあった場合。
【０１０９】
　図4bは、表示装置ドライバハードウェア450の第2の例を示し、図中、図4aと同様の要素
は同様の参照番号によって示される。図4bでは、表示装置は追加の白色(W)ピクセル行412
を含み、それらもまた、3つの一次子と組み合わせて駆動されたとき、色画像を構築する
のに使用される。
【０１１０】
　白色サブピクセルを含めることで、大まかに言えば、青色ピクセルに対する要求が低減
され、したがって表示装置の寿命が増加し、あるいは、駆動方式に応じて、所与の色を表
示するための消費電力が低減されてもよい。白色以外の色、例えば、マゼンタ、シアン、
および/または黄色の発光サブピクセルが、例えば色域を増加させるために含まれてもよ
い。異なる有色のサブピクセルは同じ面積を有する必要はない。
【０１１１】
　図4bに示されるように、各行は、図4aを参照して記載したように単色のサブピクセルを
含むが、各行に沿った連続するR、G、B、およびWピクセルとともに、従来のピクセルレイ
アウトも用いられてもよいことが理解されるであろう。この場合、列は、1つ1つが4色そ
れぞれに対応する4つの別個の列ドライバによって駆動される。
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【０１１２】
　上述の複数ライン同時選択方式は、図4bの表示装置/ドライバ配置と関連して、異なる
順列でアドレス指定されるR行、G行、B行、およびW行の組合せを用いて、かつ/または行
マルチプレクサ(図示されるような)もしくは各ライン用の電流シンクのどちらかを使用し
て異なる駆動比で用いられてもよい。上述したように、画像は、行の異なる組合せを連続
して駆動することによって構築される。
【０１１３】
　上記に概説したように、またより詳細に後述するように、いくつかの好ましい駆動技術
は、OLED表示装置ピクセルに対して可変電流駆動を用いる。しかし、行電流ミラーの必要
がないより単純な駆動方式は、1つまたは複数の行セレクタ/マルチプレクサを使用して、
表示装置の行を単独にまたは組み合わせて、上述の第1の例のカラー表示装置駆動方式に
従って実施されてもよい。
【０１１４】
　図4cは、そのような方式における行選択のタイミングを示す。第1の周期460では、白色
、赤色、緑色、および青色の行が選択され、ともに駆動され、第2の周期470では白色のみ
が駆動され、第3の周期480では赤色のみが駆動されるが、これらはすべてパルス幅変調式
駆動タイミングによる。
【０１１５】
　駆動システム
　次に図5aを参照すると、この図は、上述したようなMLAアドレス指定方式を実現する受
動マトリックスOLEDドライバ500の概略図を示す。
【０１１６】
　図5aでは、図3を参照して記載したものに類似の受動マトリックスOLED表示装置は、行
ドライバ回路512によって駆動される行電極306、および列ドライバ510によって駆動され
る列電極310を有する。これらの行ドライバおよび列ドライバの詳細は図5bに示される。
列ドライバ510は、列電極の1つまたは複数に対して電流駆動を設定する列データ入力509
を有し、同様に、行ドライバ512は、行の2つ以上に対して電流駆動比を設定する行データ
入力511を有する。好ましくは、インタフェースを容易にするため、入力509および511は
デジタル入力であり、好ましくは、列データ入力509は、表示装置302のm個の列すべての
電流駆動を設定する。
【０１１７】
　表示用のデータは、シリアルもしくはパラレルのどちらかであってもよい、データおよ
び制御バス502上に供給される。バス502は、表示装置の各ピクセルの輝度データを格納す
るフレーム格納メモリ503に対する入力を、または、カラー表示装置の場合、各サブピク
セルの輝度情報(別個のRGB色信号もしくは輝度およびクロミナンス信号として、または他
の何らかの形でエンコードされてもよい)を供給する。フレームメモリ503に格納されたデ
ータは、表示装置の各ピクセル(またはサブピクセル)の所望の見かけの明るさを決定し、
この情報は、表示装置駆動プロセッサ506によって、第2の読取りバス505を用いて読み出
されてもよい(いくつかの配置では、バス505が省略され、バス502が代わりに使用されて
もよい)。
【０１１８】
　表示装置駆動プロセッサ506は、完全にハードウェアの形で、または例えばデジタル信
号処理コアを使用してソフトウェアの形で、あるいは、例えばマトリックス動作を加速さ
せる専用ハードウェアを用いて、ハードウェアとソフトウェアの組合せの形で実装されて
もよい。しかし、一般に、表示装置駆動プロセッサ506は、クロック508の制御下でワーキ
ングメモリ504とともに動作する、格納されたプログラムコードまたはプログラムメモリ5
07に格納されたマイクロコードを用いて、少なくとも部分的に実装される。プログラムメ
モリ507内のコードは、データキャリアまたは取外し可能な記憶装置507aに供給されても
よい。
【０１１９】
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　プログラムメモリ507内のコードは、従来のプログラミング技術を使用して、上述の複
数ライン同時選択方法の1つまたは複数を実現するように構成される。いくつかの構成で
は、これらの方法は、標準的なデジタル信号プロセッサ、および任意の従来のプログラミ
ング言語で稼動するコードを使用して実現されてもよい。そのような場合、例えば特異値
分解を実現するため、DSPルーチンの従来のライブラリが用いられてもよく、または、こ
の目的で専用コードが書かれてもよく、あるいは、カラー表示装置の駆動に関連して上述
した技術など、SVDを用いない他の構成が実現されてもよい。
【０１２０】
　次に図5bを参照すると、この図は、図5aの列ドライバ510および行ドライバ512の詳細を
示す。列ドライバ回路網510は、1つ1つが各列ラインに対応し、それぞれ個別のデジタル
アナログ変換器514の制御下にある、複数の制御可能な基準電流源516を含む。これらの例
示の実装の詳細が図5cに示されており、その図から、制御可能な電流源516が、電流ミラ
ー構成の電力線518に接続された一対のトランジスタ522および524を備えることが分かる
。この例では、列ドライバが電流源を含むので、これらは、正電源ラインに接続されたPN
Pバイポーラトランジスタであり、電流シンクを提供するため、接地に接続されたNPNトラ
ンジスタが用いられ、他の配置ではMOSトランジスタが使用される。デジタルアナログ変
換器514はそれぞれ、個別の電源534、536、および538にそれぞれ接続された、複数(この
例では3つ)のFETスイッチ528、530、および532を備える。ゲート接続529、531、および53
3は、個別の電源を、対応する電流設定トランジスタ540、542、および544に切り替えるデ
ジタル入力を供給し、各抵抗器は、電流ミラー516の電流入力に接続される。電源は、2の
累乗で増減する電圧、すなわち、2番目に低い電源の電圧のVgs降下したもののそれぞれ2
倍の電圧を有するので、FETゲート接続に対するデジタル値は、ライン526上の対応する電
流に変換され、あるいは、電源は同じ電圧を有してもよく、抵抗器540、542、および544
が増減されてもよい。図5cはまた、代替のD/A制御電流源/シンク546を示し、複数のトラ
ンジスタが示されるこの配置では、単一の適切なサイズのより大きなトランジスタが代わ
りに用いられてもよい。
【０１２１】
　行ドライバ512はまた、2つ(以上)のデジタル制御可能な電流源515および517を組み込み
、これらは、図5cに示されるのと類似の配置を使用して、電流ミラーではなく電流シンク
を用いて実現されてもよい。このように、制御可能な電流シンク517は、行駆動レベルの
比(1つまたは複数)に対応する所望の比(1つまたは複数)で電流をシンクするようにプログ
ラムされてもよい。したがって、制御可能な電流シンク517は、第1の基準電流を受け取る
入力552と、1つもしくは複数の(負)出力電流を受け取る(シンクする)1つまたは複数の出
力554とを有する、比率制御電流ミラー550に結合され、出力電流と入力電流の比は、ライ
ン509上の行データに従って、制御可能な定電流源517によって規定される制御入力の比に
よって決定される。基準電流を供給する1つの行電極と、「出力」電流を供給する別の行
電極とを選択できるようにするため、2つの行電極マルチプレクサ556aおよびbが設けられ
、任意に、さらなるセレクタ/マルチプレクサ556bと、550からのミラー出力とが設けられ
てもよい。図示されるように、行ドライバ512によって、4つの行電極のブロックから並行
して駆動する2つの行を選択することが可能になるが、実際には交互に選択する配置が用
いられてもよく、例えば、1つの配置では、行電極64個×64ウェイマルチプレクサから12
行(基準が1つとミラーが11個)が選択され、別の配置では、64行は、同時に駆動するため
複数の行を選択することができる関連する行ドライバをそれぞれ有する、いくつかのブロ
ックに分割されてもよい。
【０１２２】
　図5dは、図5bのプログラム可能な比率制御電流ミラー550の実装の詳細を示す。この例
示の実装では、いわゆるベータヘルパー(Q5)を備えたバイポーラ電流ミラーが用いられる
が、当業者であれば、他の多くのタイプの電流ミラー回路も使用されてもよいことを認識
するであろう。図5dの回路では、V1は一般的に約3Vの電源であり、I1およびI2は、Q1およ
びQ2のコレクタ内の電流の比を規定する。2つのライン552および554の電流の比はI1対I2
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であり、したがって、所与の合計列電流は、2つの選択された行の間でこの比で分割され
る。当業者であれば、この回路は、破線558内の回路網を繰り返し実装することによって
、任意の数のミラー行に拡張することができることを理解するであろう。
【０１２３】
　図5eは、図5bの行ドライバ512用の代替のプログラム可能な電流ミラーを示す。この代
替例では、各行は、図5dの破線558内のものに対応する回路網、すなわち電流ミラー出力
段を備えるので、1つまたは複数の行セレクタは、これらの電流ミラー出力段の選択され
たものを、1つまたは複数の個別のプログラム可能な基準電流供給源(電流源もしくはシン
ク)に接続する。別のセレクタは、電流ミラーに対する基準入力として使用される行を選
択する。
【０１２４】
　上述の行ドライバでは、表示装置全体の各行に対して、または表示装置の行ブロックの
各行に対して別個の電流ミラー出力が設けられてもよいので、行選択を用いる必要はない
。行選択が用いられる場合、行はブロック単位でグループ化されてもよく、例えば、3つ
の出力を備えた電流ミラーが、例えば12行のグループへの選択的接続とともに用いられる
場合、3つの連続する行の組が順に選択されて、その12行に対して3ラインMLAを提供して
もよい。あるいは、例えば、表示データの性質(行間の大幅な相関)により、画像の特定の
サブセクションがMLAから利益を得るであろうことが分かっている場合、行は、表示され
るライン画像に関する演繹的知識を使用してグループ化されてもよい。
【０１２５】
　図5fおよび5gは、入力電流および出力電流の向きを示す、接地基準および正の供給基準
をそれぞれ備えた、従来技術による電流ミラー構成を示す。これらの電流は両方とも向き
が同じであるが、正または負のどちらであってもよいことが分かる。
【０１２６】
　自動行選択
　次に、事実上自動で行を選択するためのいくつかの技術について記載する。
【０１２７】
　これらの技術の第1のものは図5hに概略的に示され、この図は、大まかに言えば、共通
の基準信号入力564(実際には、内部抵抗器によって基準電流に変換される電圧信号)を共
有する複数の電流ミラー562a～cと、表示装置の行を駆動する複数の個別の出力566a～cと
を用いる、ドライバシステム560を示す。(正もしくは負の)電源ライン(例えば、供給がゼ
ロとバイポーラではなく正電圧との間の場合、接地を含む)に最も近い、最低電位の出力5
66(すなわち、行駆動信号)を選択するため、負のフィードバック配置が用いられる。この
選択は、最小(または最大)行駆動電圧(実施形態では、この電圧のVgs降下したものに等し
い)に応じて変わる、出力570を有するアナログ回路568によって行われる。この出力570は
、制御回路572に対して、実施形態では共通のベースアンプまたは演算増幅器などの増幅
器に対して入力を提供し、それが次に、電流ミラー562の共通の基準信号入力564に結合さ
れた出力574を提供する。
【０１２８】
　動作中、ライン574上の電圧出力は、電流ミラー562に対する基準信号入力564が、負の
フィードバックループを用いて選択回路568によって選択された電流ミラー出力に対して
「正しい」レベルであるように制御される。より具体的には、負のフィードバックにより
、選択されたラインが、(選択された)電流ミラーのミラー比によって基準を増減すること
によって決定される出力電流(電流源またはシンク)によって駆動されたとき、選択された
電流ミラーへの基準入力が、選択された行駆動ラインに対する電圧と調和するレベルであ
ることが確保される。
【０１２９】
　次に図5iを参照すると、この図は一例の選択回路568の詳細を示し、それは、この実施
形態では、複数のPMOSトランジスタを備えて最低(ほとんどが負の)行駆動ライン電圧を選
択し、最大(ほとんどが正の)電圧を選択するため、NMOSトランジスタが用いられてもよい



(25) JP 2009-529701 A 2009.8.20

10

20

30

40

50

。図から分かるように、各トランジスタのゲートはセレクタ回路に対する入力を供給し、
トランジスタのドレインはすべて、ともに負の供給源であるVEEに接続され、トランジス
タのソースはすべてともに接続されて出力570を供給する。検分すると、最低(ほとんどが
負の)ゲート電圧は、トランジスタの1つをオンにして、そのソースを、したがって出力57
0を、入力電圧Vgを上回る1つのゲートソース電圧まで引き上げることが分かる。これは、
他のトランジスタのソース接続を同じ(最低)電圧まで引き下げ、それによって他のトラン
ジスタがすべて効率的にオフになる。実際には、一般に、1つのトランジスタのみがオン
で、他のトランジスタがほぼオフであるように、移行は急である。例えば、2つ以上の入
力接続がほぼ同じ電位である区域があるが、トランジスタの2つ以上が部分的にオンであ
ってもよい。実際には、制御回路は全体として最低電位を使用して制御を行っており、単
一のトランジスタがオンのときと、電圧がほぼ同じ2つのトランジスタがオンのときとの
差は最小限なので、これはほとんど効果がない。
【０１３０】
　図5jは、この場合、ライン574に対して出力電圧を供給する共通のベースアンプを備え
、出力電圧が図5hの個別の電流ミラー562それぞれの中で出力電流に変換される、制御回
路572の一例を示す。再び考察すると、図5hの負のフィードバックループは、例えば、選
択された行電圧が-0.8ボルト(ベースが0ボルトである、図5jのトランジスタQ3のエミッタ
における電圧)である例について考察している。行ミラードライバがシンクする電流が多
すぎる場合、この入力電圧はさらに負になり、結果として図5jの回路の出力574に対する
電位がより低くなるので、この不均衡が補正されるまで、選択されたミラー回路の基準電
流入力への電流は低減される。
【０１３１】
　図5lは、好ましい実施形態では、乗算DACを備え、デジタル入力の各ビットがミラー回
路の2進加重出力段部分を制御する、一例の電流ミラー562を示す。
【０１３２】
　図5mは、アウトライン中で、上述の選択システムを組み込んだOLED表示装置ドライバの
全体回路図を概略的に示す。この図は、電流ミラー562を組み込んだ行ドライバ574、受動
マトリックスOLED表示装置576への接続、列ドライバ578、選択回路568、制御回路572、お
よびコントローラ580を示す。
【０１３３】
　要約するため、図5b～5eの配置では、ドライバのコンプライアンス限界に達する可能性
が最も高い行を選択することによって、行ドライバの電流と列ドライバの電流を均衡させ
るため、多極スイッチが使用されるが、図5h～5lを参照して記載された実現例では、「最
小限」の機能が、そのコンプライアンス限界に最も近い行を自動的に選択する。これによ
り、行ドライバ電流の絶対値を制御するとき、表示装置駆動コントローラがどの行を基準
として使用するかを選択する必要性がなくなる。このことは、コントローラの複雑さを低
減し、どの行ドライバもそのコンプライアンス限界に達しないことを確保する助けとなる
。実施形態では、一組のトランジスタ(図5iのM1～M14)の整流機能を使用して、一組の入
力(行)信号の最小値が出力570に伝送される。次に、この信号は(図5jのトランジスタQ1お
よびQ3によって)増幅され、行ドライバ574(図5lのR99～R103)に対する基準電流を制御す
るのに使用される。
【０１３４】
　次に、上述のシステムの代替実施形態について記載する。
【０１３５】
　図5iの配置では、選択回路568は、ソースホロワ構成の複数のトランジスタを含み、そ
れらのソース接続は、電圧ノードとして機能する出力570にともに共通して接続される。
代替配置では、トランジスタのソースは、VCC電源などの正電源にともに接続され、トラ
ンジスタのドレインは、電流ノードとして機能する(出力電流は各トランジスタを通る電
流の合計である)出力ライン570にともに接続される。この構成は、ソースホロワ構成とは
わずかに異なる形で働く。ソースホロワ構成により、出力570は非反転増幅器に結合され
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るが、代替構成において反転増幅器が用いられることについて次に記載する。
【０１３６】
　当業者であれば、ゲート電圧が閾値電圧よりも大きい分だけソース電圧と異なるときに
のみ、MOSトランジスタがオンになり始めることを理解するであろう。行駆動接続の多く
は比較的電圧が高いように、電流ミラーDACが最初から小さな基準(電流)を備えると仮定
すると、トランジスタのほぼすべてはオフである。フィードバックループ内にインバータ
があるので、基準電流は、トランジスタの1つがオンになり始めるまで上昇する。これは
、最低(ほとんどが負の)ゲート電圧を有するトランジスタ(より一般的には、共通のソー
ス電圧と最も異なるゲート電圧を有するトランジスタ)である。このトランジスタは電流
を通過させ始め、フィードバックループは、DACが適切な基準電流レベルまで制御される
ことを確保する。この代替配置はソースホロワ配置ほど好ましくないが、それは、複数の
トランジスタのゲートソース電圧が近いとき、1つを超えるトランジスタがオンになる(か
つ出力電流が合計される)可能性があり、それが行駆動接続に対する基準電圧(1つのトラ
ンジスタのみがオンの場合、さらに少し高くなり得る)を変更する恐れがあり、またルー
プ利得を増加させて安定性を低減する恐れがあるためである。ただし、ソースホロワ構成
では、1つのトランジスタがオンになると、それはトランジスタの残りをオフにする傾向
がある。
【０１３７】
　さらなる変形例では、図5iの選択回路568のトランジスタは、図5kに示されるような演
算増幅器と置き換えられてもよい。各増幅器は、表示装置行駆動接続(Li)に対する反転入
力接続と、基準電圧(Vth)に接続された非反転入力とを有し、増幅器の出力は、個別のダ
イオード(Di)によってともに共通して接続される。
【０１３８】
　図6は、図5aの行ドライバ512および表示装置駆動プロセッサ506を組み合わせる集積回
路ダイ600のレイアウトを示す。ダイは、例えば寸法20mm×1mmの長方形の形状を有し、ド
ライバ回路網の長いラインのための第1の区域602には素子のほぼ同じ組が繰り返し実装さ
れ、隣接する区域604はMLA表示装置処理回路網を実装するのに使用される。そうでなけれ
ば区域604は未使用空間であるが、それは、チップをその幅のさいの目に切ることができ
る最小の物理的幅があるためである。
【０１３９】
　MLA駆動方式
　上述のMLA表示装置ドライバは、可変電流駆動を用いてOLEDの輝度を制御するが、当業
者であれば、OLEDピクセルに対する駆動を変化させる他の手段、特にPWMがそれに加えて
、またはその代わりに用いられてもよいことを認識するであろう。
【０１４０】
　図7は、複数ライン同時選択のためのパルス幅変調駆動方式の概略図を示す。図7では、
列電極700は、2つ以上の行電極702と同時にパルス幅変調駆動を備えて、所望の輝度パタ
ーンを達成する。図7の例では、第2の行のパルスをより遅い時刻に徐々にずらすことによ
って、示されるゼロの値を滑らかに上昇させることができ、一般に、ピクセルに対する可
変駆動は、行パルスと列パルスが重なり合う程度を制御することによって適用されてもよ
い。
【０１４１】
　マトリックス因数分解を用いるいくつかの好ましいMLA方法を、次により詳細に記載す
る。
【０１４２】
　図8aを参照すると、この図は、一度に1行が駆動される従来の駆動方式のための、行R、
列C、および画像Iのマトリックスを示す。図8bは、複数ライン同時選択方式のための、行
、列、および画像のマトリックスを示す。図8cおよび8dは、表示画像の一般的なピクセル
の場合の、フレーム周期全体にわたるピクセルの明るさ、または同等にピクセルに対する
駆動を示し、複数ライン同時選択によって達成されるピークピクセル駆動の低減を示す。
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【０１４３】
　図9aは、次の式2による、画像マトリックスIの特異値分解(SVD)を図式的に示す。
【０１４４】
【数２０】

【０１４５】
　表示装置は、U、S、およびVの任意の組合せによって駆動されて、例えば、行USおよびV
の列を駆動するか、または、行
【０１４６】

【数２１】

【０１４７】
および
【０１４８】

【数２２】

【０１４９】
の列を駆動することができ、QR分解およびLU分解などの他の関連技術も用いることができ
る。適切な数値的技術は、例えば、"Numerical Recipes in C: The Art of Scientific C
omputing", Cambridge University Press 1992に記載されており、プログラムコードモジ
ュールの多くのライブラリも適切なルーチンを含む。
【０１５０】
　図10は、図5b～5eを参照して記載したものと類似の、かつ因数分解された画像マトリッ
クスを用いて表示装置を駆動するのに適した行ドライバおよび列ドライバを示す。列ドラ
イバ1000は、互いに連結され、可変基準電流Irefを備えた、列電極それぞれへの電流を設
定する一組の調整可能なほぼ一定の電流源1002を備える。この基準電流は、図9bのマトリ
ックスHの行piなど、因子マトリックスの行から導出した、各列に対する異なる値によっ
てパルス幅変調される。行駆動1010は、図5eに示されるものと類似の、ただし好ましくは
、表示装置の各行について、または同時に駆動される行のブロックの各行について1つの
出力を有する、プログラム可能な電流ミラー1012を備える。行駆動信号は、図9bのマトリ
ックスWの列piなど、因子マトリックスの列から導出される。
【０１５１】
　図11は、NMFなどのマトリックス因数分解を使用して画像を表示する、また図5aの表示
装置駆動プロセッサ506のプログラムメモリ507に格納されるプログラムコードの形で実現
されてもよい、一例の手順のフローチャートを示す。
【０１５２】
　図11では、手順は最初に、フレーム画像マトリックスIを読み出し(ステップS1100)、次
に、NMFを使用してこの画像マトリックスを因数分解してWおよびHの因子マトリックスに
、またはSVDを用いる場合、他の例えばU、S、およびVの因子マトリックスにする(ステッ
プS1102)。この因数分解は、初期のフレームを表示する間に計算されてもよい。次に、手
順はステップS1104において、p個のサブフレームを用いて表示装置を駆動する。ステップ
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S1106はサブフレーム駆動手順を示す。
【０１５３】
　サブフレーム手順は、W列をpi→Rに設定して行ベクトルRを形成する。これは、図10の
行ドライバ配置およびスケールファクタxによって自動的に1に正規化され、したがって、
要素の合計が1であるようにRを正規化することによってスケールファクタｘ、R←xRが導
出される。同様に、Hを用いて、行をpi→Cとして列ベクトルCを形成する。これは、最大
の要素値が1であるように増減されて、スケールファクタyを与えてC←yCとする。フレー
ムスケールファクタ
【０１５４】
【数２３】

【０１５５】
　が決定され、基準電流が
【０１５６】

【数２４】

【０１５７】
　によって設定され、式中I0は時間系での従来の走査ラインにおける完全な明るさに必要
な電流に対応し、xおよびyファクタは、駆動配置によって導入されるスケーリングの影響
を補償する(他の駆動配置によって、これらの1つまたは両方が省略されてもよい)。
【０１５８】
　これに続いて、ステップS1108では、合計フレーム周期の1/pについて、図10に示される
表示装置ドライバが表示装置の列をCで、表示装置の行をRで駆動する。これが各サブフレ
ームに対して繰り返され、次に、次のフレームのためのサブフレームデータが出力される
。
【０１５９】
　図12は、上述の方法の一実施形態に従って構築された画像の一例を示し、そのフォーマ
ットは図9bのものに対応する。図12の画像は、この例では15個のサブフレーム(p=15)を使
用して表示される、50×50の画像マトリックスによって規定される。サブフレームの数は
、前もって決定するか、表示される画像の性質に応じて変えることができる。
【０１６０】
　行われる画像操作計算は、それらの全体的な特徴において、デジタルカメラなどの消費
者向け電子撮像素子によって行われる動作と違いはなく、方法の実施形態は、そのような
素子において便利に実現されてもよい。
【０１６１】
　他の実施形態では、方法は、専用集積回路上で、ゲートアレイによって、またはデジタ
ル信号プロセッサ上のソフトウェアの形で、あるいはこれらの何らかの組合せの形で実現
することができる。
【０１６２】
　当業者には他の多くの有効な代替例が想起されるであろうことは間違いない。本発明は
記載された実施形態に限定されず、当業者には明白な、添付の請求項の趣旨および範囲内
にある修正例を包含することが理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【０１６３】
【図１ａ】OLED素子の鉛直断面図である。
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【図１ｂ】受動マトリックスOLED表示装置の単純化された断面図である。
【図２】受動マトリックスOLED表示装置150の駆動配置を概念的に示す図である。
【図３】既知の受動マトリックスOLED表示装置のドライバのブロック図である。
【図４ａ】カラーOLED表示装置のMLAアドレス指定方式を実現する表示装置ドライバハー
ドウェアの第1および第2の例のブロック図である。
【図４ｂ】カラーOLED表示装置のMLAアドレス指定方式を実現する表示装置ドライバハー
ドウェアの第1および第2の例のブロック図である。
【図４ｃ】図4aおよび図4ｂに示す方式のタイミング図である。
【図５ａ】MLA表示装置ドライバの図である。
【図５ｂ】列ドライバおよび行ドライバの図である。
【図５ｃ】図5aの表示装置ドライバのデジタルアナログ電流変換器の図である。
【図５ｄ】プログラム可能な電流ミラーの図である。
【図５ｅ】第2のプログラム可能な電流ミラーの図である。
【図５ｆ】従来技術による電流ミラーのブロック図である。
【図５ｇ】従来技術による電流ミラーのブロック図である。
【図５ｈ】本発明の1つの態様を具体化する、複数の電流ミラーを用いるドライバシステ
ムの図である。
【図５ｉ】選択回路の図である。
【図５ｊ】制御回路の図である。
【図５ｋ】選択回路の変形例の図である。
【図５ｌ】乗算DACを組み込んだ電流ミラーの図である。
【図５ｍ】OLED表示装置ドライバの図である。
【図６】複数ライン同時選択式の表示装置信号処理回路網およびドライバ回路網を組み込
んだ、集積回路ダイのレイアウト図である。
【図７】パルス幅変調MLA駆動方式の概略図である。
【図８ａ】従来の駆動方式のための行マトリックスR、列マトリックスC、および画像マト
リックスIを示す。
【図８ｂ】複数ライン同時選択方式のための行マトリックス、列マトリックス、および画
像マトリックスのマトリックスを示す。
【図８ｃ】フレーム周期全体にわたる一般的なピクセルの対応する明るさ曲線を示す図で
ある。
【図８ｄ】フレーム周期全体にわたる一般的なピクセルの対応する明るさ曲線を示す図で
ある。
【図９ａ】画像マトリックスのSVDおよびNMF因数分解を示す図である。
【図９ｂ】画像マトリックスのSVDおよびNMF因数分解を示す図である。
【図１０】図9のマトリックスを使用して表示装置を駆動する、一例の行および列駆動配
置を示す図である。
【図１１】画像マトリックス因数分解を使用して表示装置を駆動する方法のフローチャー
トである。
【図１２】画像マトリックス因数分解を使用して得られた表示画像の一例を示す図である
。
【符号の説明】
【０１６４】
　503　　フレームメモリ
　504　　ワーキングメモリ
　506　　表示装置駆動プロセッサ
　507　　プログラムメモリ
　507a　　取外し可能な記憶装置
　508　　クロック
　510　　列ドライバ
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　512　　行ドライバ
　562a　　電流ミラー
　572　　制御回路
　568　　自動セレクタ回路

【図１ａ】

【図１ｂ】

【図２】
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【図５ｋ】
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【図９ｂ】
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